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それで、きょうだいたち、私たちは、イエスの血によって聖所に入れると確信していま

す。イエスは、垂れ幕、つまり、ご自分の肉を通って、新しい生ける道を私たちのために

開いてくださったのです。さらに、私たちには神の家を治める偉大な祭司がおられるので

すから、心は清められて、良心のとがめはなくなり、体は清い水で洗われています。信頼

しきって、真心から神に近づこうではありませんか。約束してくださったのは真実な方な

のですから、告白した希望を揺るぎなくしっかり保ちましょう。互いに愛と善行に励むよ

うに心がけ、ある人たちの習慣に倣って集会をやめたりせず、かえって励まし合いましょ

う。かの日が近づいているのを見て、ますますそうしようではありませんか。（ヘブライ

10:19 ～ 25） 

 

著者は「きょうだいたち」と呼びかけ、「私たちは、イエスの血によって聖所に入れる

と確信しています」と言う。大祭司キリストの十字架の血による贖いによって、罪が清め

られ、神が臨在する聖所に入ることができる。主イエスは、ご自分の肉を献げることによ

って、神と人とを隔てていた垂れ幕を裂いて、新しい生きた道を私たちのために、開いて

くださった。マルコ福音書は、主イエスが十字架の上で大声を出して息を引き取られた時、

「すると、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた（マルコ 15:38 ）」 と書いてい

る。十字架が立てられた刑場のゴルゴタとエルサレム神殿は、相当の距離があったにもか

かわらず、主イエスが息を引き取られた時、神殿の垂れ幕が裂け落ちた。主イエスの十字

架の死によって、神と人を隔てていた幕が取り除かれ、神と人とが結び合うことになった。

黙示文学的表現で、主イエスの十字架の贖いを伝えている。著者も同じように、主イエス

はご自分の肉を裂いて、即ち、垂れ幕を裂いて、聖所の恵みの御座に、私たちが近づくこ

とができるようにしてくださったと言っている。私たちには、神の家を治める偉大な祭司

がおられ、このように、神と結び合う救いを与えてくださったので、心は清められ、良心

のとがめはなく、体は清い水で洗われている。罪を贖ってくださった大祭司キリストに信

頼し切って、神に近づこうではないか。 4 章 15～ 16節に「この大祭司は、私たちの弱さに

同情できない方ではなく、罪は犯されなかったが、あらゆる点で同じように試練に遭われ

たのです。それゆえ、憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜にかなった助けを受けるた

めに、堂々と恵みの座に近づこうではありませんか」と書かれている。御子キリストは人

となられ、人間が遭遇するあらゆる試練に遭われ、苦しみと痛みを知り、弱さに同情して

くださる大祭司である。だから、私たちは時宜に適った助けを受け、恵みの御座に近づく

ことができる。このメッセージがヘブライ書の告げる救いの核心である。著者は、この救

いを約束してくださったのは真実な神であるから、私たちが告白した希望を揺るぎなくし

っかり保ちましょうと諭している。 

そして著者は、具体的な勧めをしている。「互いに愛と善行に励むように心がけ、ある

人たちの習慣に倣って集会をやめたりせず、かえって励まし合いましょう 。」 教会の中に

愛と善行が満ち、主イエスの愛が息づく。そして、御言葉を学ぶ集会を熱心に守っていく。

著者は、愛と善行に励む理由を、「かの日が近づいているのを見て、ますますそうしよう

ではありませんか」と書いている。かの日、主イエスの再臨による世の終わりが近づいて

いるのを、あなたがたは見ているからだと、世の終わりをリアルに捉えている。終末を待

ち望む信仰が、今の私たちの生き方を誠実なものにしていくからである。 


